
主な競技のメインアリーナにおけるコート配置イメージ

◆２,７６０㎡（６９ｍ×４０ｍ）の規模で整備できれば，コート面積が広いバスケットボール及びバレーボールのコートを国体基準で３面配置できる。
◆この規模であれば，国体基準で，剣道，柔道及び空手道の試合場が８面配置できる。
◆この規模であれば，国体基準で，バドミントンのコートが１６面，卓球台が１８台配置できる。
◆この規模は，近年，人口１０万人以上の市で整備された拠点体育館並であり，政令市の拠点体育館の主流である。

●バスケットボール　３面 2，622㎡（69ｍ×38ｍ） ●バレーボール（６人制・９人制女子）　３面 2，520㎡（63ｍ×40ｍ） ●バレーボール（９人制男子）　３面 3，031.5㎡（70.5ｍ×43ｍ）

●剣道　８面 2,079～2，627㎡（63～71ｍ×33～37ｍ） ●柔道　８面 1，920㎡（60ｍ×32ｍ） ●空手道　８面 2，079㎡（63ｍ×33ｍ）

●バドミントン　１６面 2，191.04㎡（66.8ｍ×32.8ｍ） ●卓球　１８台 2，278㎡（67ｍ×34ｍ）

※コートの配置は第７３回国民体育大会競技施設基準を適用。ただし，バレーボール（９人制）は，第６７回の基準を適用。

※ウォームアップエリアを設けない場合は，2,608.5㎡（70.5ｍ×37ｍ）

※ウォームアップエリアを設けない場合は，2,709㎡（63ｍ×34ｍ）
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※コート間の基準を確認できなかったため，剣道と同じ３ｍと仮定して配置
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